
423

＊いわて高機能広汎性発達障害等のある人を支援する会（「エブリの会」）　　＊＊岩手大学教育学部

高機能広汎性発達障害児に対する「エブリ教室」の教育実践に関する報告
（第20報）

−タグラグビーにおける支援内容と方法の「伝達・共有・活用に資する表現形式」の検討−

佐々木　全＊，名古屋　恒彦＊＊

（2015年２月12日受理）

Zen SASAKI　　Tsunehiko  NAGOYA

A  Practical  Study  of  "Eburi  Class"  for  Children  with  High  Functioning  Pervasive  Developmental  Disorders  

（20）
− Through  the  Implementation   of  “Tag Rugby Football”  in  the  Curriculum

Ⅰ　問題と目的

　筆者らは高機能広汎性発達障害等注１）のある
小学生を対象としたエブリ教室を開催している
（佐々木，加藤，2011 １））．その目的は参加児注２）

にとっての休日生活の充実である．
　エブリ教室では，その活動内容としてタグラグ
ビーを設定した注３）．このような活動内容の設定
によって，エブリ教室のねがいとして掲げた「休
日生活の充実」がタグラグビーにおいて具体的な
ねがいとなる．すなわち，「休日生活の充実」は
「タグラグビーに熱中して取組んでほしい」とな
り，①攻守それぞれのプレーにおいて目的的にプ
レーすること，②その過程では自分の力を存分に
発揮して首尾よく，そしてチームとしての連携よ
くプレーすること，③プレーの成功と失敗に伴う
葛藤をも含め，プレーの成果をチームメイトと共
に分かち合うことをねがう．
　さらに，活動内容をタグラグビーにおけるプ
レーとして特定することで，一人一人の参加児の
ねがいはより具体的になる．例えば「攻撃プレー
では，パスを受けてすぐにサイドライン際を駆け

抜けてトライを決めてほしい」である．ねがいの
具体化によって，支援の手立ての具体性と実効性
が問われる．また，ここで考案された支援の手立
てを，筆者らを含むスタッフ集団が共有，蓄積，
研磨していくことが実務上必要となる．
　そこで，筆者らは，スタッフによる支援の内容
や方法について，実践によって得られた知見を整
理することを試みはじめた．ここで筆者らスタッ
フは，ねがいを実現すべく，参加児一人一人に対
する個別化・具体化された支援方法を講じたが，
その支援方法は，活動内容としてのタグラグビー
の一般的な戦略の検討に包括されるものであっ
た．すなわち，タグラグビーに熱中すること自体
を活動の目的として位置づけたときに，その支援
内容及び方法は，あくまでもタグラグビーとして
の自然さと必然さを伴う「ナチュラルサポート」
であった（佐々木，伊藤，名古屋 ,2012 ２））．
　また，この研究から，派生的に以下の３つのテー
マを得た（佐々木，名古屋 ,2014 ３））．
　①スタッフ間で伝達，共有可能な情報として活
用しやすい表現形式の検討である．蓄積された支
援方法は，試合局面において適用する戦略であっ
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経営とも言え，ゲーム展開を円滑に行うことと，
チーム内でのコミュニケーションの成立などの要
素も，実践上重要かつ必要である．これらは，現
時点で，スタッフ個々の経験知に委ねられており，
現時点で暗黙のものであるが，これを明確化する
ことでよりよい支援に資するだろう．
　本稿では，これらのうち①に着眼し，スタッフ
間における支援内容と方法の「伝達・共有・活用
に資する表現形式」を検討し，その有効性と活用
の可能性を明らかにすることを目的とする．

Ⅱ　方法

　
　研究の方法は，「伝達・共有・活用に資する表
現形式」に関するスタッフの話し合いの分析とそ
れに基づく考察である．スタッフによる話し合い
は，本稿で用いる資料とすることを前提として，
2013年当時のスタッフ５名（第一筆者を含む）に
よって実施され，逐語録が作成された．
　こうして作成した逐語録を次の観点から分析・
整理した．すなわち，①「マンガ形式」の機能（伝
達・共有・活用）に関する評価について，②「マ
ンガ形式」の内容に関する要請について，③「マ
ンガ形式」の内容に関する要請に関して；その影
響因，製作に関するコストパフォーマンス，④「マ
ンガ形式の内容に関する要請に関して；その影響
因，スタッフのキャリア，である．
　また，分析においては，必要に応じて実践記録
資料によって照合及び補完する．実践記録資料と
は，2007～2013年度のタグラグビーの実践記録で
ある．これには，活動の計画及び実践に関する構
想，スタッフの事前事後ミーティングの記録を記
した第一筆者の実践記録ノートや「エブリ通信」
と称して第一筆者が各活動回後に発行している保
護者宛の報告文書，記録写真をも含んだ．また，
2013年度には，エブリ教室と姉妹グループ「Ａｃ
ｔ．」（Ａｃｔ．マネージャー，2011 ８））の活動が
統合された．したがって，エブリ教室の実践内容
との関連部分においてＡｃｔ．の実践記録も参照
した．

た．その内容について，スタッフ間で円滑な「伝
達・共有・活用に資する表現形式」として「マン
ガ形式」とそれに対照した心的過程と支援方法と
の関連を示した概念図「トータルな因果モデル」
の併用を提起した（佐々木，今野，名古屋，2013 ４））.

　発達障害教育や知的障害教育においては，伝達
における視覚化やイラスト化の有効性が指摘され
る（全日本特別支援教育研究連盟，2013 ５））．わ
かりやすい授業展開のため視覚化，動作化の必要
性も指摘される（桂，2010 ６））．「マンガ形式」には，
視覚化，イラスト化の有効性に加え，間接的では
あれ，動的な動作のイメージを持ちやすくする点
で動作化に通じる効果も期待できる．これらの点
から，発達障害や知的障害を有する子どもへの伝
達や理解を促しやすくすることが推察される．実
際に発達障害や知的障害のある子どもを対象とし
た図書では「マンガ形式」に近いイラストも見ら
れる（全日本手をつなぐ育成会，2013 ７））．現時
点で筆者らは，「マンガ形式」の活用について，
スタッフを対象として想定しているが，参加児を
対象とした活用も近い将来の検討課題になるかも
しれない．いずれにせよ本研究でも，これまで採
用してきた「マンガ形式」の有効性について，よ
り具体的な検討が必要である．
　②局面的な戦略を有効化するための支援（ゲー
ムプラン）の明確化である．蓄積された支援方法
は，「試合の局面において適用できる戦略」であっ
たが，局面の総和でタグラグビーのゲームを構成
し展開するわけではなく，局面的な戦略を実施可
能にするための有機的な展開戦略，いわゆるゲー
ムプランとしての見通しがスタッフには必要であ
る．これらは，現時点で，スタッフ個々の経験知
に委ねられており，現時点で暗黙のものであるが，
これを明確化することでよりよい支援に資するだ
ろう．
　③チーム経営の方法の明確化である．②に示し
た局面的な戦略を有効化するための支援（ゲーム
プラン）には，チームの構成員の特徴やプレーの
志向性等に応じた役割分担，その遂行における個
別的支援などの要素を含む．このことは，チーム
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活用）に関する評価，②「マンガ形式」の内容に
関するスタッフからの要請と，その影響因である．
　「マンガ形式」の機能（伝達・共有・活用）に
関する評価について，逐語録における関連箇所
（表１；文中スタッフ氏名は全てイニシャルとし
た．）から，「マンガ形式」は，スタッフ間におけ
る支援内容と方法の伝達・共有・活用に関する主
要な方法に位置づけられているものの，口頭説明
や実技との関連の中で機能しており，その視認性
のよさがメリットとして指摘された．
　「マンガ形式」の内容に関する要請について，
逐語録における関連箇所（表２）から，「マンガ
形式」は，スタッフが要請する，情報内容を包括
的に表現する可能性が指摘された．要請された情
報内容として，空間的な位置・距離関係，参加児
童の心理，相手チームの選手の動きや心理などが
あった．
　一方，「マンガ形式」の内容に関する要請に関
して，その影響因として次の二つの話題があった．
すなわち，①製作に関するコストパフォーマンス，
②スタッフのキャリア，である．
　前者について，逐語録における関連箇所（表３）
から，スタッフの要請と比例して，製作の技術的
な要請も高まることが察せられた．後者について，
逐語録における関連箇所（表４）から，スタッフ

　なお，本稿において参加児氏名は全て仮名であ
る．

Ⅲ　結果

　エブリ教室においては，タグラグビーにおける
支援内容と方法の「伝達・共有・活用に資する表
現形式」として，「マンガ形式」とそれに対照し
た心的過程と支援方法との関連を示した概念図
「トータルな因果モデル」の併用を提起し，実施
してきた．
　具体的には，活動の事前ミーティングにおい
て，「マンガ形式」（図１に例示）を印刷・配布し，
筆者が解説をした．この内容は，前回活動の反省
を受けて改善あるいは発展内容として必要と思わ
れた内容を選定した．
　また，「トータルな因果モデル」（図２に例示）
は，その内容の読み取りに時間を要することから，
印刷・配布を取りやめ，「マンガ形式」の内容解
説時の口頭説明にて伝達した．その後，スタッフ
の実技による打ち合わせを行い，「マンガ形式」
にて示したプレー内容を確認しあった．
　さて，スタッフによる話し合いからは，「マン
ガ形式」について，次の二つの指摘がなされた．
すなわち，①「マンガ形式」の機能（伝達・共有・

高機能広汎性発達障害児に対する「エブリ教室」の教育実践に関する報告（第20報）

図１　マンガ形式の例；守備における前衛と後衛の役割分担と動き　前衛の寛人君と、後衛の渚さん
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図２　トータルな因果モデルの例；守備プレーにおける，寛人君の心理過程と支援方法の関連概念図
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対応する内容であり，「プレーの内容」と「子ど
もの心的過程」であった．これを模式的に示せば，
図6のように考えられた． 

のキャリアの構成について，プレーの理解と，子
どもとの関係性という二つの軸が想定された．こ
れに伴い，情報伝達における焦点，重点を規定す
る可能性が指摘された．具体的には，二つの軸に

高機能広汎性発達障害児に対する「エブリ教室」の教育実践に関する報告（第20報）

表１　「マンガ形式」の機能（伝達・共有・活用）に関する評価について（逐語録における関連箇所）

図３　マーカーによるプレーの説明　（内容は図１に同じ）
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表２　「マンガ形式」の内容に関する要請について（逐語録における関連箇所）
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表３　「マンガ形式」の内容に関する要請に関して；その影響因，製作に関するコストパフォーマンス（逐語録における関連箇所）

図４　キャッチの代行と手渡しによるパス
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表４　「マンガ形式」の内容に関する要請に関して；その影響因，スタッフのキャリア（逐語録における関連箇所）
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図５　プレーの一場面（図４の実行場面）

図６　スタッフのキャリア構成模式図

主たる手段として位置づけられた．
　また，「マンガ形式」は，スタッフが要請する
多様な内容，例えば，空間的な位置・距離関係，
参加児童の心理，相手チームの選手の動きや心理
などを包括的に表現することが可能である．さら
に，スタッフのキャリアに応じて，伝達内容の焦
点，重点を変えることも必要だろう．
　同時にこれは，マンガ製作にかかる技術的な要

Ⅳ　考察

　本稿では，スタッフ間における支援内容と方法
の「伝達・共有・活用に資する表現形式」を検討
し，その有効性と活用の可能性を明らかにするこ
とを目的とした．
　「伝達・共有・活用に資する表現形式」として
の「マンガ形式」は，伝達・共有・活用に資する
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請も強まる．しかし，マンガ形式を唯一の伝達手
段とするのではなく，あくまで主たる手段として，
口頭説明や実技による確認などの他の手段との関
連づけ，有機的・相補的に機能するような運用こ
そが有効であり，現実的であろう．
　今後の課題として，実践的な課題，研究的な課
題をそれぞれ挙げる．前者として次の３つを挙げ
る．すなわち，①本稿で示された「マンガ形式」
への要請に応えていくこと，②今後も有効な知見
を「マンガ形式」として蓄積，活用すること，③
「マンガ形式」と有機的・相補的に関連する口頭
説明や実技のあり方の追求，である．
　後者として，次の二つを挙げる．すなわち，①
「マンガ形式」の運用事例をもって，その有効化
のプロセスを明らかにすること，②スタッフの
キャリアについての検証と，キャリアの促進プロ
セスと促進因子を明らかにすること，である．
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注釈

　注１）高機能広汎性発達障害とは，「知的障害
を伴わない広汎性発達障害」という意味である．
すなわち，「自閉症スペクトラム障害」以前の用
語で，知的障害を伴わない自閉症（いわゆる高機
能自閉症），アスペルガー障害，特定不能の広汎
性発達障害を包括する概念である．
　なお，エブリの会では，参加児の障害名，診断
名の有無や内容よりも支援のニーズを重視してい
る．そのため，「高機能広汎性発達障害等」とし
て「等」を付した表記をしている．
　筆者らの一連の研究における診断名（障害名）
の表記については，適語を使用すべく，その内容
と使用開始のタイミングを目下検討中である．

　注２）エブリ教室の，参加児は盛岡市内および
その近隣地域在住であり , 高機能広汎性発達障害
等の診断があるか,その疑いがあるとされる.また,

相談支援機関や親の会等関連団体からの紹介であ
る．２０１３年度現在 , １５名の参加登録があっ
た．この内訳は９人の対象児（男女比＝７：２）
とそのきょうだい（高機能広汎性発達障害ではな
い小学生を含む）が６名（男女比＝４：２）であっ
た．
　なお，このうち，２０１３年度から新規登録し
た対象児は５名であり，姉妹グループ「Ａｃｔ．」
でタグラグビーを経験した児童３名とそのきょう
だい２名であった．

　注３）タグラグビーでは，４チーム編成し，そ
れぞれ赤，黄，青，緑をシンボルカラーとした．
また，各チーム３名の参加児と２名のスタッフで
の構成を原則とした．スタッフは，第一筆者を含
めた現職教員有志，第二筆者を含めた大学院生や
大学生有志，計９名であった．ただし，年間の活
動を通じてはスタッフの参加には流動的な面があ
り，各活動回４～８名程度での活動となった．児
童の参加も同様に流動的であったため，チーム編
成や試合の実施形態を柔軟に企画し再編成した．
　活動は月一回第３土曜日午前または午後２時間
程度を原則とし，盛岡市近隣の体育館を借用して
開催した．２０１３年度は８回実施した．ウォー
ミングアップの後，チーム練習を経てゲームを行
う． 

　なお，タグラグビーの概略は次のとおりである．
一部，エブリ教室における独自ルールを用いてい
る．

①　１チームを５名で編成する .プレーヤーは，
タグを腰の両側につける．

②　攻撃では , ボールを持ってゴールラインを
踏み越える「トライ」と称するプレーで得
点となる .

③　パスは，横または後ろにいる味方に行う .前
にパスを出すと「スローフォワード」とい
う反則になる．
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④　守備では , ボールを持っている相手のタグ
を獲る「タグ」と称するプレーで相手の進
行を止める . タグを獲られたプレーヤーは ,

その位置から味方にパスを出してプレーを
再開する . 

⑤　得点した場合やタグを５回連続で獲られた
場合，ルーズボールを獲られた場合などに
は攻守交代する .

⑥　その他，ゲームの細部においては，会場の
物理的な制限や，参加児の様子に合わせて
タグラグビーの競技としての独自性を損な
わない程度にルールの変更やアレンジを施
した．参加児の様子に合わせたルールの変
更には，不慣れさに応じた軽減的で配慮的
な変更もあれば，プレーの成熟に応じた発
展的な変更も含んだ．例えば，配慮的なルー
ルとして「タッチラインを踏み越えた場合，
その位置からのパスを持って攻撃プレーを
再開する．ただし「タグ」１回とみなす．
（配慮的なルール）」，発展的なルールとし
て「タグを獲られて二歩以内のパスはアド
バンテージとしてプレーを続行する．（発
展的なルール）」などがある．

⑦ 会場は，体育館のバスケットボールコート
を使用する．サイズは借用する会場によっ
て異なるが，縦３０メートル程度，横２０
メートル程度である．コート両側長辺が
タッチライン，コート両側短辺がゴールラ
イン，中央をハーフウェイラインと称する．
また，自チームが守るべきゴールラインか
らハーフラインまでのエリアを自陣，ハー
フラインから自チームが目指すべきゴール
ラインまでのエリアを敵陣と称する．これ
らは正式な競技とは異なる独自のものであ
る．
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